














Wherever， inthose vast wards， suffering was at its worst and the need for 
help was greatest， there， as if by magic， was Miss Nightingale. Her superhuman 
equanimity would， atthe moment of some ghastly operation， nerve the victim 
to endure and almost to hope. Her sympathy would assuage the pangs of dying 
and bring back to those stil living something of the forgotten charm of life. 
Over and over again her untiring efforts rescued those whom the surgeons had 
abandoned as beyond the possibility of cure. Her mere presence brought with it
a strange inftuence. A passionate idolatry spread among the men: they kissed her 
shadow as it passed. . 
It was not by gentle sweetness and womanly self-abnegation that she 
had brought order out of chaos in the Scutari Hospitals， that， from her own 
resources， she had clothed the British Army， that she had spread her dominion 
over the serried and reluctant powers of the official world; it was by strict 
method， by stern discipline， by rigid attention to detail， by ceaseless labour， 
by the fixed determination of an indomitable will. Beneath her cool and calm 
demeanour lurked fierce and passionate五res.
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2.大阪市立大学の歴史の中の本看護学科 ・看護学研究科
本学の看護師教育の歴史は古く、 1949年開設の大阪市立医科大学厚生学院にまでさかのぼ
ることができます。その後、 1955年に大阪市立医科大学が大阪市立大学に編入されたことに
伴い、大阪市立大学医学部附属厚生学院と改称されます。1977年には校名を大阪市立大学医
学部附属看護専門学校と改称します。1998年には大阪市立大学看護短期大学部が開学します。
2004年に大阪市立大学医学部看護学科開設、 2008年には大阪市立大学看護学研究科(修士課
程)開設、 2010年には大阪市立大学看護学研究科後期博士課程を開設と発展を遂げます。
本学における看護教育の伝統は「変わらざる“慈愛の心"ともし継ぎてJとして、受け継が
れています。生命の尊厳を基盤とした豊かな人間性を培い、変化する社会に対応できる総合的
看護実践能力と、基礎的な指導 ・調整能力を備えた看護職者の育成を当初から目的としてきま
した。本学では、その精神を受け継ぎ、時代とともに変化するニーズに対応し、絶えることの
ない研究・教育が行われてきました。
本学の位置する阿部野キャンパスは、交通の便がよく、医学研究科 ・医学部や医学部附属病
院に隣接するという、恵まれた環境にあります。学生たちが看護の専門性を自ら追求する環境
が整っています。こうして、本学で学んだ学生は、質の高い看護ケアを提供できるように育っ
ていきます。
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展示でご覧いただいたように、本医学部看護学科 ・看護学研究科は流れ行く歴史の中で、 た
ゆまぬ努力と発展を続け、現在の姿になりました。今後も、人々のニーズが多様化し、医療技
術も高度化し、そうした発展に伴う形で本学も変化していくことでしょう。大阪市などの自治
体の保健行政にも、大きな役割を担っていくことになります。本学の果たす役割はますます大
きくなっていくと考えられます。
付記 本展示は、平成24年度看護学研究科広報委員会(小山田浩子、 横山美江、石井京子、
川端京子、松潔洋子、虞田麻子)が担当しました。写真は、小山田浩子が撮影しました。
(ひろた あさこ・大阪市立大学大学院看護学研究科講師)
